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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第71期

第２四半期連結
累計期間

第72期
第２四半期連結

累計期間
第71期

会計期間

自平成27年
４月１日

至平成27年
９月30日

自平成28年
４月１日

至平成28年
９月30日

自平成27年
４月１日

至平成28年
３月31日

売上高 （千円） 33,943,303 30,494,708 72,329,232

経常利益 （千円） 1,673,334 1,891,596 3,704,482

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 1,109,224 1,183,947 2,167,761

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,160,763 743,863 1,457,180

純資産額 （千円） 28,161,030 28,518,998 28,401,846

総資産額 （千円） 56,951,838 53,524,460 54,190,071

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 17.84 19.02 34.84

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 47.7 52.0 51.0

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 2,218,315 2,229,911 570,456

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △544,002 △1,254,423 △503,270

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,038,175 △634,100 △2,107,324

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 11,114,515 8,412,852 8,472,373

回次
第71期

第２四半期連結
会計期間

第72期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成27年
７月１日

至平成27年
９月30日

自平成28年
７月１日

至平成28年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 12.73 12.10

（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２ 売上高には、消費税等は含まれていません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していま

せん。

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、政府主導による各種経済政策や、日銀の金融緩和政策を背景

に、企業収益は一部に弱い動きが見られるものの、引き続き良好な水準を維持し、また雇用や所得環境において

も、改善基調が続くなか個人消費は総じて底堅く推移しています。その一方で、アジア新興国等の景気停滞、欧

州・中東地域における地政学的リスク、英国のＥＵ離脱問題に伴う先行き不透明感の高まりなど、海外情勢を起因

とした景気下振れの懸念材料が顕在しています。

当社グループが主に事業を展開している建設業界におきましては、受注環境では公共機関及び民間からの受注高

が引き続き堅調に推移した結果、全体として前年同期に比べ増加傾向にあることに加え、公共投資は補正予算の決

定を受けて、今後も活発な動きが期待されています。

しかし、一方では厳しい受注環境が続くなか、競争力の更なる向上が求められるとともに、原価面においては技

術労働者の慢性的な不足や、労務単価・資機材単価の今後の価格動向による収益への影響リスクが懸念されるな

ど、依然として予断を許さぬ状況が続いています。

かかる状況下におきまして、当社グループの当第２四半期連結累計期間における連結売上高は304億95百万円

（前年同四半期比10.2％減）となりました。損益面につきましては、営業利益が21億46百万円（前年同四半期比

44.1％増）、経常利益が18億92百万円（前年同四半期比13.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益が11億84

百万円（前年同四半期比6.7％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりです。

①建設事業 当第２四半期連結累計期間における建設事業の業績につきましては、受注高は前年同四

半期と比べ5.6％増の486億80百万円、売上高は前年同四半期比10.4％減の286億85百万

円となり、セグメント利益については前年同四半期比50.0％増の20億86百万円となりま

した。

②ゴルフ場事業 ゴルフ場事業の業績につきましては、売上高は前年同四半期比4.6％減の１億51百万円

となり、セグメント利益については前年同四半期比17.4％増の18百万円となりました。

③ホテル事業 ホテル事業の業績につきましては、売上高は前年同四半期比11.0％減の８億53百万円と

なり、セグメント利益についても前年同四半期比85.4％減の７百万円となりました。

④広告代理店事業 広告代理店事業の業績につきましては、売上高は前年同四半期比0.6％減の８億46百万

円となり、セグメント利益についても前年同四半期比40.4％減の21百万円となりまし

た。

1866/E00175/北野建設/2017年
－3－



(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は前期末比60百万円減少

し、84億13百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加22億30百万円（前年同四半期は22億18百万円の増加）の主な内訳は、売上債権の減少

により資金が39億22百万円増加したこと、税金等調整前四半期純利益により資金が18億90百万円増加したこと、仕

入債務の減少により資金が27億11百万円減少したこと、その他の流動資産の増加により資金が22億79百万円減少し

たことなどによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少12億54百万円（前年同四半期は５億44百万円の減少）の主な内訳は、有形固定資産の

取得により資金が10億19百万円減少したことと、定期預金の預入および払戻により資金が２億10百万円減少したこ

となどによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少６億34百万円（前年同四半期は10億38百万円の減少）の主な内訳は、配当金の支払に

より資金が６億23百万円減少したことなどによるものです。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

(4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、28百万円です。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 68,368,532 68,368,532
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株

計 68,368,532 68,368,532 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 68,368,532 － 9,116,492 － －
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（６）【大株主の状況】

平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対す
る所有株式
数の割合
（％）

北野管財合同会社 東京都品川区北品川６丁目６番15号 4,838 7.07

株式会社テル・コーポレーション 東京都渋谷区代々木４丁目42番19号 4,340 6.34

共栄火災海上保険株式会社 東京都港区新橋１丁目18番６号 3,166 4.63

株式会社八十二銀行 長野県長野市大字中御所字岡田178番地８号 3,064 4.48

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 3,063 4.48

株式会社松屋 東京都中央区銀座３丁目６番１号 1,365 1.99

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社
東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,189 1.73

浅井 輝彦 東京都目黒区 1,132 1.65

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 1,130 1.65

東映株式会社 東京都中央区銀座３丁目２番17号 1,117 1.63

計 － 24,404 35.65

（注） 上記のほか、自己株式が6,046千株（8.84％）あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

普通株式

（自己保有株式）

6,046,000

普通株式

（相互保有株式）

110,000

－

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

完全議決権株式（その他）（注）
普通株式

61,333,000
61,331 同上

単元未満株式
普通株式

879,532
－ －

発行済株式総数 68,368,532 － －

総株主の議決権 － 61,331 －

（注） 完全議決権株式（その他）の中には、株主名簿上は当社名義になっていますが、実質的に所有していない株式

2,000株が含まれています。これらによる議決権２個は議決権の個数の計算から除いています。

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有

株式数
（株）

他人名義所有
株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

北野建設株式会社
長野市県町

524番地
6,046,000 － 6,046,000 8.84

（相互保有株式）

株式会社

アサヒエージェンシー

長野市問御所

1306番地１
110,000 － 110,000 0.16

計 － 6,156,000 － 6,156,000 9.00

（注） この他に株主名簿上は当社名義になっていますが、実質的に所有していない株数が2,000株（議決権２個）あ

ります。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しています。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,183,994 9,334,479

受取手形・完成工事未収入金等 18,801,962 14,869,247

販売用不動産 3,567,308 3,567,308

未成工事支出金 349,382 775,632

開発事業等支出金 41,170 41,170

その他のたな卸資産 ※１86,028 ※１75,007

繰延税金資産 478,943 362,162

その他 947,494 3,220,360

貸倒引当金 △246,944 △29,200

流動資産合計 33,209,337 32,216,165

固定資産

有形固定資産

土地 6,234,053 6,315,324

その他 17,607,858 17,424,321

減価償却累計額 △9,969,186 △9,580,990

有形固定資産合計 13,872,725 14,158,655

無形固定資産 225,290 200,211

投資その他の資産

投資有価証券 5,122,474 5,217,343

長期貸付金 25,672 27,474

繰延税金資産 412,274 380,866

その他 1,354,626 1,356,070

貸倒引当金 △32,327 △32,324

投資その他の資産合計 6,882,719 6,949,429

固定資産合計 20,980,734 21,308,295

資産合計 54,190,071 53,524,460
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 14,160,459 11,445,398

未払法人税等 683,134 582,618

未成工事受入金 4,397,467 4,413,245

引当金 397,566 339,136

その他 1,726,338 4,042,144

流動負債合計 21,364,964 20,822,541

固定負債

退職給付に係る負債 365,502 250,177

会員預託金 2,508,100 2,447,700

繰延税金負債 1,314,300 1,286,851

その他 235,359 198,193

固定負債合計 4,423,261 4,182,921

負債合計 25,788,225 25,005,462

純資産の部

株主資本

資本金 9,116,492 9,116,492

資本剰余金 5,502,072 5,502,072

利益剰余金 12,985,860 13,546,538

自己株式 △1,262,421 △1,263,554

株主資本合計 26,342,003 26,901,548

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,085,329 1,148,116

繰延ヘッジ損益 1,001 △53,971

為替換算調整勘定 414,598 8,323

退職給付に係る調整累計額 △215,994 △180,382

その他の包括利益累計額合計 1,284,934 922,086

非支配株主持分 774,909 695,364

純資産合計 28,401,846 28,518,998

負債純資産合計 54,190,071 53,524,460
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

売上高

完成工事高 31,685,101 28,419,470

兼業事業売上高 2,258,202 2,075,238

売上高合計 33,943,303 30,494,708

売上原価

完成工事原価 28,853,400 25,035,305

兼業事業売上原価 1,489,694 1,361,145

売上原価合計 30,343,094 26,396,450

売上総利益

完成工事総利益 2,831,701 3,384,165

兼業事業総利益 768,508 714,093

売上総利益合計 3,600,209 4,098,258

販売費及び一般管理費 ※１2,111,237 ※１1,952,475

営業利益 1,488,972 2,145,783

営業外収益

受取利息 24,257 8,240

受取配当金 64,617 68,284

会員権引取差額 40,021 32,157

貸倒引当金戻入額 50,626 3

その他 26,791 10,291

営業外収益合計 206,312 118,975

営業外費用

支払利息 17,439 17,163

為替差損 - 352,128

その他 4,511 3,871

営業外費用合計 21,950 373,162

経常利益 1,673,334 1,891,596

特別利益

固定資産売却益 - 500

その他 707 61

特別利益合計 707 561

特別損失

投資有価証券評価損 - 443

固定資産処分損 22,622 1,347

特別損失合計 22,622 1,790

税金等調整前四半期純利益 1,651,419 1,890,367

法人税、住民税及び事業税 125,007 523,879

法人税等調整額 386,295 211,459

法人税等合計 511,302 735,338

四半期純利益 1,140,117 1,155,029

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
30,893 △28,918

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,109,224 1,183,947
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

四半期純利益 1,140,117 1,155,029

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 18,257 62,665

繰延ヘッジ損益 △11,682 △54,972

為替換算調整勘定 1,565 △454,471

退職給付に係る調整額 12,506 35,612

その他の包括利益合計 20,646 △411,166

四半期包括利益 1,160,763 743,863

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,231,609 821,099

非支配株主に係る四半期包括利益 △70,846 △77,236
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,651,419 1,890,367

減価償却費 326,073 301,054

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △31,440 △62,895

貸倒引当金の増減額（△は減少） △52,749 △217,227

その他の引当金の増減額（△は減少） △324,580 △58,430

受取利息及び受取配当金 △88,873 △76,524

支払利息 17,439 17,163

為替差損益（△は益） △32,306 353,684

売上債権の増減額（△は増加） △2,137,608 3,922,421

未成工事支出金等の増減額（△は増加） 1,451,054 △426,250

たな卸資産の増減額（△は増加） 61,042 3,801

その他の流動資産の増減額（△は増加） △2,256,661 △2,279,024

仕入債務の増減額（△は減少） 2,194,649 △2,710,509

未成工事受入金の増減額（△は減少） 177,294 15,778

その他 2,242,395 2,150,351

小計 3,197,148 2,823,760

利息及び配当金の受取額 88,282 75,927

利息の支払額 △17,439 △17,163

法人税等の支払額 △1,049,676 △652,613

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,218,315 2,229,911

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △377,479 △1,018,947

有形固定資産の売却による収入 － 500

投資有価証券の取得による支出 △412 △4,918

貸付けによる支出 △2,272 △5,264

貸付金の回収による収入 1,539 4,002

定期預金の預入による支出 △1,010,519 △1,021,127

定期預金の払戻による収入 819,916 811,123

その他 25,225 △19,792

投資活動によるキャッシュ・フロー △544,002 △1,254,423

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △3,682 △1,132

配当金の支払額 △741,731 △623,313

非支配株主への配当金の支払額 △2,380 △2,380

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
△291,631 －

その他 1,249 △7,275

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,038,175 △634,100

現金及び現金同等物に係る換算差額 △323 △400,907

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 635,815 △59,519

現金及び現金同等物の期首残高 10,478,700 8,472,371

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１11,114,515 ※１8,412,852
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しています。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

です。

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しています。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１ その他のたな卸資産の内訳

前連結会計年度
（平成28年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

材料貯蔵品 76,016千円 65,599千円

商品 10,012 9,408

（四半期連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりです。

前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

従業員給料及び手当 694,681千円 724,028千円

退職給付費用 36,511 50,108

賞与引当金繰入額 87,216 90,408

減価償却費 188,837 174,165

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次の

とおりです。

前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

現金預金勘定 12,025,532千円 9,334,479千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △911,017 △921,627

現金及び現金同等物 11,114,515 8,412,852

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

１．配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月19日

定時株主総会
普通株式 748,162 12.0 平成27年３月31日 平成27年６月22日 利益剰余金

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１．配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日

定時株主総会
普通株式 623,267 10.0 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）１建設事業 ゴルフ場事業 ホテル事業
広告代理店

事業

売上高

外部顧客への売上高 32,024,176 155,560 957,128 806,439 33,943,303 － 33,943,303

セグメント間の内部

売上高又は振替高
449 2,600 1,978 45,176 50,203 △50,203 －

計 32,024,625 158,160 959,106 851,615 33,993,506 △50,203 33,943,303

セグメント利益 1,390,237 15,370 45,146 36,025 1,486,778 2,194 1,488,972

（注）１．セグメント利益の調整額2,194千円は全て、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）１
建設事業 ゴルフ場事業 ホテル事業

広告代理店

事業

売上高

外部顧客への売上高 28,684,968 148,546 850,727 810,467 30,494,708 － 30,494,708

セグメント間の内部

売上高又は振替高
295 2,417 2,615 36,016 41,343 △41,343 －

計 28,685,263 150,963 853,342 846,483 30,536,051 △41,343 30,494,708

セグメント利益 2,085,816 18,038 6,592 21,465 2,131,911 13,872 2,145,783

（注）１．セグメント利益の調整額13,872千円は全て、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 17円84銭 19円02銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 1,109,224 1,183,947

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
1,109,224 1,183,947

普通株式の期中平均株式数（千株） 62,190 62,259

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成28年11月７日

北野建設株式会社

取締役会 御中

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 齊藤 浩司

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 村田 征仁

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北野建設株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北野建設株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管

しています。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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